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お，1 年次学生 121 名，2 年次学生 123 名，計 244 名の回答を回収した。在籍者数は 294 名





ートは Appendix 1 参照）。テンプレートは Word ファイルであるため，テンプレートを大き
く変えない限りは比較的容易にマークシートを作成することができる。なお，これらのソ
フトは，いずれも神奈川県立総合教育センター（2004）によって開発されたもので，無償
で提供されている。動作環境は Windows 98 または XP を OS とする Pentium 4 または Celeron 
1.5GHz 程度以上のパソコンとなっており，Windows 7 は動作保証されていないが，筆者の
環境（機種：Dell Optiplex 3020，OS：Windows 7 Professional SP1 64bit，CPU：Intel Core i3 
3.40GHz，メモリ：4GB）では Windows 7 上で問題なく動作した。チェックシートは A4 判
コピー用紙に，コピー機を用いた片面印刷が行われた。項目は以下の通りである。  
 学籍番号 学籍番号の記入と下 2 桁のマークを求めた。  
 大学生活における困りごと 高橋（2012）による統合版困り感質問紙 25 項目を使用し
た。これは ADHD 困り感，ASD 困り感の両方を短時間で把握するためのものである。これ
は発達障害に関する困難さを経験している学生をスクリーニングするものであるが，発達
障害の診断や発達障害のある人を見つけるためのものではない。下位尺度は以下の 3 つで










ありますか」という教示を与え，「0. 困っていない」「1. 少し困っている」「2. 困っている」
「3. とても困っている」の 4 件法で回答を求めた。  
 メンタルヘルス うつ病・不安障害などの精神疾患をスクリーニングすることを目的と
して開発された K6 (Kessler, Andrews, Colpe, Hiripi, Mroczek, Normand, Walters, & Zaslavsky, 
2002) の日本語版  (Furukawa, Kawakami, Saitoh, Ono, Nakane, Nakamura, Tachimori, Iwata, 
Uda, Nakane, Watanabe, Naganuma, Hata, Kobayashi, Miyake, Takeshima, & Kikkawa, 2008) を
使用した。6 項目について「過去 30 日の間にどれくらいの頻度で次のことがありましたか」
という教示を与え，「0. 全くない」「1. 少しだけ」「2. ときどき」「3. たいてい」「4. いつも」





 マークシート式のチェックシートをスキャナー（PFU ScanSnap iX500）で読み取り，PDF
ファイルにした後，先述の Mark Scan（神奈川県立総合教育センター , 2004）によるマーク








 学科・学年別に集計を行った  (Table 1)（3）。なお，支援や観察が必要となる基準として，
大学生活における困りごとに関しては，信州大学（高橋 , 2012）での平均得点の 99 パーセ
ンタイル以上の得点（ADHD 困り感：2.40 点，対人的困り感：2.71 点，自閉的困り感：2.25
点）を，K6 に関しては 13 点をカットオフポイントとした。その結果，どの学科・学年に
も学生生活での困り感の強い学生が数名見られた。また，専攻ごとの違いはそれほど顕著
ではないが，C 学科の 1 年生で「ADHD 困り感」がやや高い学生が見られた。メンタルヘ
ルス (K6) に関しては，B 学科の 1 年生はかなり低く（健康的），それ以外は一般的な大学
生の平均とされる 5.4 (Tayama, Nakaya, Hamaguchi, Tomiie, Shinozaki, Saigo, Shirabe, & 
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Fukudo, 2012) を超えている（不健康）。特に C 学科の 1 年生が最も高く，カットオフポイ
ント（基準）を超えている学生が多かった。  
 
Table 1 学科・学年別の集計結果  
 学年  1 年 2 年 全体  
 学科  A 学科 B 学科 C 学科 A 学科 B 学科 C 学科 
 n 25 42 54 27 36 60 244 
ADHD 
困り感  
M 1.00 0.67 1.14 0.92 1.00 1.01 0.97 
SD 0.71 0.46 0.66 0.74 0.61 0.57 0.63 
≧99%ile 1 0 1 2 2 1 7 
対人的  
困り感  
M 0.54 0.64 0.59 0.51 0.72 0.66 0.62 
SD 0.53 0.65 0.64 0.56 0.63 0.62 0.61 
≧99%ile 0 0 1 0 0 0 1 
自閉的  
困り感  
M 0.76 0.56 0.79 0.72 0.84 0.89 0.77 
SD 0.60 0.51 0.60 0.68 0.62 0.57 0.59 
≧99%ile 1 1 2 1 1 2 8 
K6 M 5.52 3.40 6.48 6.07 5.72 5.60 5.48 
SD 5.46 4.44 5.97 6.10 5.59 5.39 5.53 
≧COP 2 2 10 5 3 7 17 
注．n は人数，M は平均値，SD は標準偏差，≧99%ile は 99 パーセンタイル以上の得点の



























（1）MarkScan および MarkBuilder のダウンロードは 
http://web.archive.org/web/20080112043432/http://www.edu-
ctr.pref.kanagawa.jp/markscan/download/setup.exe から可能である（2017 年 10 月
1 日現在）。筆者の使用したソフトウェアバージョンは，Mark Scan が Version 1.2 / 
Build 208，MarkBuilder が Version 1.0 / Build 143 である。  
（2）ScanSnap を MarkScan で使用する場合の設定方法は，ウェブ上に散見されるが，  
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Appendix 1 メンタルヘルスチェックシート  
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